
      

・三密（密閉・密集・密接）となりやすい

避難所内の感染予防を図るため、

感染症対策のあり方についてとり

まとめました。

・とりまとめにあたり、区内全地域の

避難所運営管理協議会の代表者との

意見交換や、区職員による避難所での

検証を行いました。今後、各避難所の

実情に応じ、既存の各避難所運営

管理マニュアルに反映していきます。

・全避難所（５１か所）に感染症予防対策用品の

配備を行いました。
マスク、手指消毒液、フェイスシールド、

簡易防護服、ゴム手袋、非接触型温度計 他

１ 避難所の感染症対策について

災害時の感染症対策 ～避難所における感染症拡大の防止と避難の分散化を推進～

区では、新型コロナウイルス感染症が収束しない中、切迫する首都直

下地震や台風シーズンに備え、避難所内での対応や、避難の分散化に

よる感染拡大抑止のための取組を進めています。

２ 民間宿泊施設との連携による避難先の確保

避難所内での三密による新型コロナウイルス感染症予防抑制と、感染する

と重症化するリスクの高い避難者の受入れ先の確保を目的として、区内のホ

テル等と施設の利用に関する協定に向けた協議を進めています。

自宅が無事であれば、避難所へは行かずに自

宅で過ごす「在宅避難」とあわせ、親戚や知人を

頼る「縁故避難」など、避難所での３密を防ぐた

め、避難の分散化を進めます。

３ 在宅避難等による避難の分散化の推進

在宅避難 縁故避難

一次避難所＿ ＿＿＿

（発災時、最初に開設され避難者の受け入れを行う）

自宅に被害があり生活できない

感染による重症化リスクが高い（高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児等）

二次避難所

(福祉避難所)

ホテル・旅館等

（宿泊施設との協定）

自立した避難生活が可能な方支援が必要な方

発災

自宅は無事

だった

親族や知人を

頼れる

避難所へ行かない

感染リスクを下げる

＝

避難所運営管理協議会代表者との意見交換の様子

【問合せ先】  危機管理担当部地域防災担当副参事　堀里　03-5273-3874  ９


